
◉ホームページ運営委員会
　ホームページ運営委員会では、育友会や高校の情報
を会員の皆様や地域の方々にお届けするよう活動を始
めて６年目となり、アクセス累計は８４万件を越えま
した。( 平成２４年１月２９日現在 )
　今年、学校のホームページがリニューアルされ、学
校の様子がたくさん紹介されるようになりました。育
友会のホームページでは、委員会ならではの記事や容
量を必要とするフォトアルバムなど、特徴を活かしつ
つ、これまで通り情報発信を続けることを再確認し、
活動してまいりました。今後も、皆様のご意見をもと
に活動・内容の充実を図っていきたいと思います。ご
協力よろしくお願いします。
(http://sotoikuyukai.blog46.fc2.com/　携帯から
もアクセスできます。) （委員長　阿部美代子）

◉広報委員会
　広報委員会は、今年度「倉東だより」を年４回発行
致しました。( ５月・７月・１２月・３月 ) 育友会の活
動、先生方の思いや学校方針、学校行事、生徒達の学
校での様子等の情報を会員の皆様へタイムリーに発信
することを目標に活動して参りました。
　この活動を通し、今まで携わってこられた広報委員
の皆様や先生方の苦労を改めて感じた次第です。また、
広報誌作成に当たり多くの先生や本部役員、生徒の皆
様にも原稿を依頼し快く受けて頂き感謝申し上げます。
皆様本当にありがとうございました。
 （委員長　福光恵利子）

◉健全育成委員会
　今年度の健全育成委員会の活動は、例年の活動を継
続して行うこととし、通学時の危険防止の強化と生徒
の規律ある生活の推進を図りました。登下校時の交通
指導・挨拶運動については、７月及び 9 月に行いまし
た。挨拶については少し元気がないように感じられま
したが、野球部の挨拶は「気持ちが良い」と絶賛でし
た。このような挨拶が全校に広がればと思います。また、
昨年の 10 月から鳥取県道路交通法施行細則が一部改
正され自転車の傘差し運転、携帯電話使用運転や無灯
火走行等に罰則が科せられることを啓発しました。自
転車の並進、左側以外走行、イヤホーンの着用等、今
後も自転車マナーの向上に努めなければならないと感
じました。12 月には、「心でつながる子育て」をテー
マとした健全育成講演会を実施いたしました。講師に
は昨年度に引き続き泉龍寺住職の三島道秀先生をお招
きしました。「三島先生の講演会」のリピーターの会員
の方も多く参加され、心打たれる講演会となりました。
この 1 年間は私のスケジュール管理不足から、日程に
追われてばかりでしたが多くの方に助けられながらこ
こまでこられました。本当に有難うございました。
 （委員長　塩谷　俊樹）

◉人権教育推進委員会
　１年前の３月１１日に起こった東日本大震災は、私
達に命の大切さとは何か、さらには人権とは何かを問
いかける出来事になりました。同年１２月１２日、日
本漢字能力検定協会（京都市下京区）が、２０１１年
を表す漢字に「絆（きずな）」を選定した事もその一つ
だと思います。
　今年度、人権教育推進委員会の活動にあたり「３年
間、同じやるなら委員の役を楽しみましょう」とスター
トしました。
　委員会だより「秋桜」の発行にはじまり、１０月の
人権教育 LHR（ロング・ホーム・ルーム）公開授業、
人権教育講演会でのワークショップの導入と、会員で
ある保護者の皆さんに如何に事業に参加してもらうか
という事を視野に入れて活動した１年間でした。
　皆様のご協力とご理解に対する感謝と共に、人権教
育への理解を深める保護者の輪が今後も広がっていく
事を祈念しお礼のご挨拶といたします。
 （委員長　田中　肇）

育友会活動の１年間を振り返って

私の三年間の思い出　　　村尾和広
　倉吉東高には、長男と合わせて６年間お世話
になりました。長男の時は、中学校の役員をして
いた関係もあり、役員には当たりませんでしたが、
次男の入学に合わせて、広報の役員となりました。機
関誌作りの経験やノウハウがない私が出来るわけがない
と思いながらも、委員会に参加していくうちに、当時から
の役員の方々のおかげで、何とか業務をこなせるようにな
りました。また、その活動等を通して、良き経験とたくさ
んの友人も得られることとなりました。また、長男の時以上
に、学校の取り組みである「倉吉東校のかたち」や「自主自
律の精神」「文武両道の奨励」等の志に触れ、家庭での子供
との関わりも学ぶ機会となりました。この事は、私の人生
において、価値あるものとなりました。
　また、個人的には、次男が小学校より続けていたバドミ
ントン競技において、高校の全国大会の集大成として、
インターハイに出場することとなり、おかげで妻とそ
の祖母の３人で、青森旅行をすることとなりました。
試合の結果は散々でしたが、その事がなければ、
妻との旅行もなかったでしょうし、祖母に対し
ては親孝行らしきことも出来なかったのでは
ないかと思います。また、本人も、これま
での努力が実った結果として、大きな
自信となったでしょうし、親として
は良き思い出となりました。こ
れも、良きパートナーがい
てくれたお陰だと、感
謝する次第です。

お世話になりました
山根　操

　ハンドボール部に入部した娘が、１年の時、整形

外科に何度か通いました。同じ状況の生徒が何人かいる

とのこと、不安になった保護者で相談し、顧問にも来てい
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ことがありました。先生方にもよく質問していたようです。こんな

時までつき合ってくださるのかと頭が下がりました。

　大学でダンスに夢中の息子の公演会に３時間かけて行った時、
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来てくださっていたのでした。　兄妹で６年間、文武両道と言われるとおり、本当に勉学で

も部活動でも、そして学園祭でも先生方や友
だちにお世話になりました。感謝してい
ます。このつながりを一生の財産とし
てくれればと願っています。本当にありがとうございました。
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高校卒業にあたって
宮本　昇　早いもので、愚息が卒業を迎える事となりました。思い起こせば長女から長男、次男と足掛け７年、長いようで、短いような高校生時代でした。　長女が入学した時には、私が実業高校卒業だったもので、進学校というものに多少の違和感がありましたが、それぞれの先生方の思いの強さに、親として嬉しく、そして頼もしく思い、こうし

て長い付き合いとなった事を、とても嬉しく思います。　初めの頃は、高校生にもなって親が学校と深く関わりを持つのは
どんなものかと、思っていたのですが、長女の友達の父母の方々と
交流を持つことがあって先生方や、父母の方々と共に学生の後押し
をすることが、より良い学校環境を作り、子供達が、自分が望む方
向へ進んで行くのではないかと思うようになりました。その後、幸
いにも広報部員として学校事業に参加することができ、微力ながら幾何かの貢献が出来たのではと思っています。　今、振り返ると、『あの時は、ああすれば、あの時は、こう言ってやれば良かったのでは』と、悔いの残る事ばかりの子育ての時期でしたが、これからは、何事も一人の人間として、精一杯の人生を送って行くことを望んでいます。　最後に、倉吉での学生生活の最後を、倉東でお世話になり、先生方や、育友会の方々にお礼を申し上げます。
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保護者　土橋　達也
　生徒みんなの夢が叶った瞬間であった。昨年１１
月、県内予選大会を見事勝ち抜き、３年ぶり１０回
目の全国大会出場を決めた。
　全国大会出場が途切れた数年前から少しずつ部員
が減少し、一年半前は、僅か３人だけの部員で毎日
練習を重ねていた。そんな中でも、自分たちの夢を
あきらめず、日々練習と部員勧誘に明け暮れた。そ
のかいあり、ようやくステージが整った。
　予選大会決勝戦では、どんな結果になろうが、生
徒たちを褒めてやろうと心に決めていた。そんな中、
見事に勝利。目頭が熱くなった。
　全国大会では、実力差がある中、懸命のタックル
で奮闘するも初戦敗退。グランドを後にする選手た
ちの目には涙が浮かんでいた。
　ラグビーは皆の力を結集させて行うスポーツ。誰
か一人でも欠けたら、決して勝てないスポーツ。そ
んなスポーツで全国の舞台を経験した子供たちは、
これからの人生の大きな糧を得たに違いない。

編
集
後
記

　

図
ら
ず
も
広
報
委
員
長
に
な
っ

て
、
よ
う
や
く
一
年
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
番
下
の
子
の
子
供
会
保
護
者
会

長
と
の
兼
務
も
あ
り
忙
し
さ
に
翻
弄

さ
れ
、
通
年
の
広
報
誌
を
継
承
す
る

の
が
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

今
か
ら
思
え
ば
、
も
っ
と
新
し
い

企
画
を
委
員
の
皆
様
と
相
談
し
、
読

者
の
皆
様
の
興
味
の
あ
る
事
柄
を
特

集
し
て
い
け
た
ら
良
か
っ
た
と
後
悔

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

身
近
な
疑
問
で
追
随
で
き
る
よ
う

な
、
分
か
り
や
す
い
話
題
を
、
保
護

者
同
士
の
経
験
や
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
皆
さ
ん
の
参
考
と
な
る
広
報
誌

を
今
後
目
指
し
て
い
け
た
ら
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
「
後
の
祭
り
」

「
後
悔
先
に
立
た
ず
」
で
深
く
反
省

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一

年
間
、
微
力
な
私
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
広
報
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

担
当
の
先
生
方
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

来
年
も
引
き
続
き
広
報
委
員
と
し
て

携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
広
報

活
動
に
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。�

（
福
光
恵
利
子
）

部
活
動
成
績

◎
陸

　上

（
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
阪
大
会
）

　

萩
原
く
ら
ら　

走
り
高
跳
び　

１
位

◎
囲

　碁

（
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
抜
大
会
出
場
）

　

立
木
琢
也
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